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要旨：2009年から3年にわたり徳島市立高等学校と徳島大学国際センターは、徳島大学留学生の高等
学校訪問による交流学習を実施してきた。市立高等学校はその教育目標に「我が国及び国際社会の一員
としての自覚に立ち、自主的・自律的･創造的能力に富んだたくましい人間を育成する」を掲げている。
一方大学は地域に根ざし水準の高い研究と教育を推進する存在である。その中で、国際センターは大学
が受け入れた留学生の日本語教育及び日本文化に関する教育を行うと同時に、地域の異文化理解教育に
務めるという二つの役割を果たすことが期待されている。徳島という地域において高校と大学が協力連
携して、それぞれの教育目標を達成することを試みた。本稿は特に2012年1月に実施した活動に関わ
った高校の生徒、教員さらに留学生らの声をもとに、担当者の二人が本活動を概観そして内省し、国際
化を目指す教育活動としての意義を確認しこれからの在り方を考えるものである。
キーワード：日本語教育、異文化理解教育、国際交流、体験学習、リフレクション
1．はじめに
徳島大学国際センターと徳島市立高等学校（以
下市立高校あるいは高校と記述）は、徳島大学高
大連携（注1）の趣旨に基づき、高校側の依頼に
より大学教員が高校へ出向き専門に関する講義
を行ってきた（注2)。同校訪問及び講義の際、
進路選択期の2年生とさらに1年生の段階で広く
総合学習の中に異文化体験の場を設定したいと
いう高校側の要望を聞いた。さらに徳島大学の留
学生らも地域の大学以外の教育機関すなわち高
校や日本人高校生に対しても関心を持っている
ことを授業等で感じていた。これをもとに担当教
員の間で交流学習を検討することをはじめ、試行
錯誤のうちに3回の交流活動を実施することがで
きた。その中でも本稿では2011年度の交流学習
活動（2012年1月13日実施）を考察する。
2．交流活動の概要
2.1．高校と大学のそれぞれの目的
2.1.1．高校側の目的
市立高校は徳島県において最も早期から海外
修学旅行を実施してきており、入学後一年間をか
けてその準備を行ってきた｡10年間続いた韓国訪
問の後、シンガポール・マレーシア、オーストラ
リアと行先は移っていったが、その都度、徳島大
学の留学生や三隅教授を招聡し、準備講座を開催
してきた。また、2003年には徳島県の人権啓発
ビデオ（｢『外』から見たわたしたち」東映教育ビ
デオ）制作において、中国籍の市立高校生家族と
徳島大学ドイツ語教員家族が共演した経緯があ
った。しかし、海外修学旅行を変更した2009年
度からは、「国際理解」「異文化理解」の教育プロ
グラムとしては、徳島市が姉妹都市提携している
アメリカ・サギノー市への留学生派遣以外は、主
に英語教育と人権教育が中心となってきた。
このため市立高校の教育目標（注3）のもと、
「『総合的な学習の時間』等を通じて、多文化理
解に関する学習の充実を図る」との重点目標を具
体化するために2009年度から徳島大学国際セン
ターとの本プログラムを実施している。このこと
により、1）年齢の近い大学生・院生から直接に
異文化を体験する2）留学を選んだ経緯や専攻
分野などから今後の進路選択、さらには生き方に
ついて多面的に考える機会をもつ3）他国の教
育体験を聞くなかで自国の教育制度を相対化し、
教育のもつ課題を考えることを目指した。また、
市立高校において最も多い進学先である徳島大
学のことを少しでも理解する機会にしたいと考
えた。
2.1.2．大学側の目的
大学側の目的は、大きく二つのものがある。一
つは、地域の国際化を推進する役割である。地域
貢献の三つポイントは、1）異なる文化を持った
人を受け入れ、共生を目指す社会を創造する2）
地域に住む住民としての外国人と日本人の関係
を作る3）徳島という地域で独自の共生を住民
で考えるこの目標を具体的な活動として実践
することを自らに課している。さらに、受け入れ
ている留学生を中心に彼らの日本語力を高め、日
本語によるコミュニケーションの教育を行うこ
と、そして日本文化体験を通して彼ら独自の日本
や日本人に対する価値観を作り上げる手助けを
すること、留学生として短期ではあるが地域住民
として、多文化共生社会の一員としての自覚を持
った行動を促すこと、これらの三つを総合させた
取り組みを行うことにある。
上述の二つの目的が、留学生の高校訪問による、
交流会、食堂での昼食体験と授業参加等を通して
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実現できると考えた。
2.2．参加者
市立高校参加者は、生徒は344名である。その
内訳は：1年生8クラス（普通科7クラス、理数
科1クラス）320名、2年生で語学・国際関係学
部に進学を希望している20名、3年生で既に語
学・国際関係学部に進学決定者3名、徳島大学進
学決定者1名。
また教員は20名であり、内訳は1年生正副担
任、それ以外の授業担当者の計20名。
徳島大学参加者は、留学生14名（年齢は20歳
から30代半ば)、国籍は中国6名、韓国6名、台
湾1名、クウェート1名で、さらに次の三つのタ
イプに分けられる。
①徳島大学協定校の交換留学生（1年在学)：武
漢大学（中国）慶北大学(韓国）海洋大学(韓国）
南台科技大学（台湾）②鳴門教育大学教員研修生
（韓国）（高校英語教員、日本語学習のため半年
徳島在籍）③私費留学生（研究生及び大学院生）
14名のうち交換留学生は2011年4月に来日、
その他も来日3年以内である。また日本語はいず
れも高校生と日本語で会話ができることと、高校
生に向けられた授業を理解する必要があるため
と日本語力が中級以上のものである。学内での所
属もさまざまで平日は授業や研究（実験）等に取
り組んでいる。
2.3．交流活動までの流れ
流れは下の図に示す。
交流活動の流れ
事前打ち合わせ
交流活動実施
日程の決定に関しては、平日かつ大学の授業の
ない日ということで、センターテストの前日の1
月13日となった。準備のために大学が閉鎖とな
り、授業が一切ないという前日の金曜日を2年前
から選んできた。これは高校側にとっても受験を
控えた3年生が不在で校内の授業や教室等の利用
が比較的自由で互いに都合の良い日として選ば
れた。
24．交流準備
2.4.1．高校
昨年度から双方の日程の合うセンターテスト
の前日にと申し合わせていたため、年度当初に学
校計画の中に位置づけ、4月に学年会で概要を説
明し、より具体的には11月から計画準備をよび
かけていた。昨年度の交流会の様子やプログラム
を紹介し、参加留学生がほぼ決定した12月当初
に学年担当者とともに国際センターで打ち合わ
せを行った。
各クラスの特色、担任の専門教科などを勘案し
留学生が入るクラスと参加授業を決定した。また
学校案内、学校要覧、校誌を持参し、留学生に高
校の概要を理解してもらう資料とした。特に交流
会後に参加する授業については、実技を伴い参加
しやすい芸術、また理系学生に自国との比較がし
やすい数学や化学、中国からの留学生に馴染みの
ある漢文を含む古典を設定するように申し合わ
せた。
交流会を企画する担任は、昨年度の交流会を参
考にし、「日本の駄菓子」「お手前」「日本の遊び」
などを取入れることを決めた。あるクラスの事例
を示すと、担任が生徒にどのような交流会をする
かをたずね、生徒の発案により日本独自の食べ物
で、歴史的謂れがあるものを一緒に食べながら、
母国の教育制度、留学をどのようにして決めたか
また大学での生活などについて話し合うことを
決めた｡特に留学生の案内を担当する「お世話係」
は、自薦で二人が決定した。また同担任の数学の
授業では、図形で重心の授業の中に日本の遊びの
「けん玉」を取入れて説明を加えるという工夫を
した。
2.4.2．大学
「1日市立高校生になろう！」という呼びかけ
で中級以上の学生に日本語の授業（注4）を通し
て募集を行った。授業に参加していないものから
も人づてに参加希望があり最終的には14名とな
った。高校側からはクラスに二人以上の受け入れ
が可能と聞いていたため､8名から16名の参加を
目指した。12月末参加者が決定し、交流内容と資
料（活動内容と平成23年度徳島市立高等学校案
内）を配布して伝えるとともに自己紹介（国紹介
を含む）及び自らの高校時代についてのスピーチ
を準備することを知らせたが、冬休み期間（12
月末から1月初め）を挟んでいたため、各自がそ
れぞれに用意をし、特に授業内で一緒に練習や準
備をするということは行わなかった。
3．交流活動
交流活動は資料1のとおり実施した｡14名の留
学生が8つのクラスに分かれて参加した。クラス
ごとの交流と昼食そして授業という流れのため、
市立高校に集合してからはクラスごとにそれぞ
れの体験をした。
たとえば「韓国人留学生Aは、106クラスにも
う一人の台湾人学生と入って自己紹介の後、質問
－26－






